
自己点検・自己評価報告書 実地日　令和3年6月1日

愛知美容専門学校

1、学校の教育目標

・本校の理念である、明るく、元気、笑顔を通して、お客様に好かれる美容師に育てる。

・サロンワークに必要な技術と知識をマスターし、活躍できる美容師を育てる。

・「美」を追求し、可能性を広げる。

2、本年度に定めた目標、計画

・国家試験100％合格

・就職率100％を目指す。

　　　　　3、評価項目の達成取り組み状況

評価　5・4・3・2・1　十分できた5　例年並み　3　全くできなかった1

教育理念、教育目標について 評価

・教職員全員でのミーティングを増やし、新しい時代への取り組みについて考える。 3.8

・業界の新しいニーズに応えられる様な授業をもっと取り入れる。 3.6

・本校の教育理念である明るく、元気、素直、誰からも好かれる美容師像に近づけるよう指導していく。 4

学校運営について 評価

・就業規則を遵守し家庭での時間を取ることにより、集中して仕事に取り組める環境を整備していく 4

・報告、連絡、相談をもっと密にする。 3.4

・就業規則の理解と定期的な見直しが必要である。評議会の後の問題改善に取り組んでいる。 3.4

・理事会が行われた後、何が決まったのか承認されたのか議事録の作成。 3.6

・月１回のミーティングを行い、各クラスで問題がないか、担任だけでなく全体での問題把握に取り組んでいる。 4.2

教育活動 評価

・各教職員への仕事量を見直し、適切な仕事量を考えていく。 4

・学費未納等の問題が発生している。 2.4

・人体をモデルとする相モデル実習を行い、色々な髪にふれることで、現場での対応力を身につかせている。 4.2

・常勤だけでなく非常勤の先生方にも教育理念や生徒への伝え方など改善できるところはしていく。 3.2

・今年は、選択授業の開始など新しい授業が始まるので、今後の問題点などを明確にしていく。

教育活動の成果 評価

・退学率の低減が図られている。
2

・本人の進路への意識について高めることができている。 4

・国家試験100％合格まであと一歩がたりないので、100％合格を目指す。 4.6

・現場で活かせる資格取得の為、対策をとる。 3.8

内定お断りなど今年の状況は？　　　1，今年も同じくらい多かった　2，今年は少なかった

問題1　　1票　　2　２票　　

離職率についてどうですか？　　　　1，例年と同じくらい　　　　2，増えた気がする　　3，少なくなった気がする。

問題2　1　１票　2　１票　3　２票



学生に対する様々な支援体制の整備
評価

・業界全体で離職率が高いので、卒業生へのフォローや社会で踏ん張れる学生を育てていくこと。 3.2

・２年生のサロン研修について報告書に目を通し、問題点に対応している。 3.8

・給付型奨学金を今年より申し込み可能となったので、手続きの仕方など周知し適切に行えるようにする。

・本年度より特別指定校推薦を実施し7～8名の新入生に適用、今後の制度体制の参考にしたい。

・サロンのニーズに答えられる学生に育てあげられるよう、サロン研修レポートのチェックを密にできるようにする。

・教材の価格は、高騰しているが学生に負担をかけない様、見直しをしている。

安全、安心、信頼ある学校生活が送ることができている。 評価

・防災計画について避難訓練など、非常時の備えをもっとしっかりやっておく必要がある。 2.2

・耐震設備等が脆弱である。 2.2

・避難経路確保の為、日ごろから机やイスが妨げになってないか確認しておく 2.4

・遠隔授業活用補助金を活かした授業ができている。 2.8

・不必要な備品の処分を行い、避難経路確保に努力した。

・今後、震災に備えて何をしていけばいいか、話合い、できるだけ学生の要望に応えられるよう整備していく。

学校の財政基盤について
評価

・外部の税理士事務所より月１回の指導を行い適正な会計処理を行っている。 4.3

・開示請求があれば対応する。 4.3

・キャッシュフローは、安定している。 3

生徒募集 広報、生徒募集が適切 19、学校案内、オープンキャンパスの時期、内容等、広報活動が適切に行われている。 4.5

に行われているか ２０、入学試験は、適切な選考方法を導入している。 4.3

21、授業料・実習費、教材費等の校納金は、妥当な金額となっている。 4.3

・今年度よりWeb出願もできるようにする為、より多くの高校生に出願しやすい状態を作った。

・一部校舎の改築など行い、学生により使いやすい教育環境を整えていくことができている。

法令を遵守し書類等が適切に保存されている 評価

・私学振興室より検査していただいている。開示できるように管理している。 4.4

・高校生のデーター（紙ベースのもの）の管理をしっかりとしていく。 4.3

・学生の声を聞いて学校がより良くなるようにしていく。（学生アンケートの実地） 3.2

・自己評価の実施と問題点の改善を行っているか 3.6

・自己評価結果を公表しているか 2.8

教職員研修、情報化についての知識向上
評価

・情報システム、ネット系の勉強、ビデオ授業を導入するにあたり知識、技術の向上。
3

・授業に役立つ研修やイベントなどへの参加をしていく。
2.8

今後に関しての目標

　　・職員全員で学生を売れる美容師に育てる。ネイル系、メイク系、多様化が進んでおり時代に応じて変化していける様に

　　していく。

　　・外部講師による教職員研修会の開催

その他、今後について

・昨年度は、コロナ感染症の影響で学校行事の中止、変更を余儀なくされたが保護者からの理解もあり、なんとか１年を過ごせた。

・今年も引き続き感染症が終息することも難しい為、臨機応変な対応が求められる。

・今年より選択授業を２年生で導入し、興味あることを学習できるようカリキュラムの見直しを図るので結果を参考に来年以降の授業に活かしていきたい。

・募集活動については、オープンキャンパスへの参加者も増えており、感染対策に注意して行っていく。



R３年愛知美容の新しい取り組み

・２年生　新選択制授業が始まります

1，２年生は、１クラスがビューティコース、２クラスが美容コースに分かれて一部の授業

　　を行います。

2，ビューティコースは、エステやネイル、まつエクなど幅広い知識を勉強していきます。

3，美容コースは、サロンの先生や外部の方に来て頂き、さらにカット、カラーの知識を深めます。

・新しく学生支援の幅が広くなりました

1、給付型奨学金、授業料減免など国の審査に通りましたので、経済的に修学が困難な学生のバック
アップができるようになりました。

2，学校独自の特別指定校推薦を実施し7～8名の新入生適用、授業料１年次前期の授業料補助など、
学校でも経済的にフォローできるようにしていきます。（実績校にのみ、ご説明させていただきてます）

3，教材の価格は、高騰しているが学生に負担をかけないように物を変更したり、カリキュラムを見直した
りしている。

・学校設備について

1，一部校舎の改築など行い、学生により使いやすい教育環境を整えていくことができました。

・学生募集について

・今年度よりWeb出願もできるようにする為、より多くの高校生に出願しやすくなります。



実務経験のある教員等による授業科目の一覧表

衛生専門課程美容学科　令和3年度

必須 選択必須 授業科目 授業科目概要配当年次 授業時数 単位数 授業方法 場所 教員 企業との
連携

講義 演習 実習 校内 校外 専任 兼任

〇 関係法規・制度

美容師
法など、
美容業
務に関
係の深
い法令
や制度
について
学ぶ。

1・2年生 30 1 〇 〇 〇

〇 衛生管理

感染症
や環境
衛生に
ついてな
ど公衆
衛生全
般を学
び、美容
における
衛生管
理、消毒
の目的
や方法
について
の知識を
学ぶ。

1・2年生 90 3 〇 〇 〇 〇

〇 香粧品

パーマ
液やカ
ラーリン
グ剤と
いった薬
品や化
粧品原
料の科
学的知
識を身に
つける。

1・2年生 60 2 〇 〇 〇 〇

〇 美容保健

人体や
皮膚の
構造、機
能を理
解。美容
技術を施
術する人
体に対
する保健
衛生を学
ぶ。

1・2年生 90 3 〇 〇 〇 〇

〇 美容文化論

美容や　
ファッショ
ンの歴
史を学び
ながら、
美的感
覚や表
現の変
遷につい
ても学
ぶ。

1・2年生 60 2 〇 〇 〇

〇 運営管理 1，2年生 30 1 〇 〇 〇

〇 美容技術理論

美容機
器や美
容器具
の正しい
取り扱い
方法や、
美容の
基礎技
術を理論
的に理
解する。

1・2年生 150 5 〇 〇 〇

〇 運営管理

サロン経
営に必
要となる
経営管
理や労
務管理
の能力、
マーケ
ティング
理論、接
客法を身
につけ
る。

1・2年生 30 1 〇 〇 〇

〇 美容実習

養成施
設や美
容所で
の実務
実習に
よって、
基本的
操作を確
実に身
につけ、
これを適
宜組み
合わせ
て完成さ
せる技
術を修得
します。

1・2年生 900 30 〇 〇 〇



〇 カラーコーディネイト、デッサン

色に関
する知
識、法
則、技法
を身につ
けパーソ
ナルカ
ラー検
定、色彩
検定の
資格取
得を目指
す。

1・2年生 30 1 〇 〇 〇 〇

〇 ビジネスマナー

敬語の
使い方
や社会
人として
の考え
方をはじ
め、接客
に必要な
知識、動
作を学
ぶ。

1年生 30 1 〇 〇 〇

〇 ネイル

JNECネイ
リスト技
能検定3
級取得を
目指し、
ネイルケ
ア―～カ
ラーリン
グなどネ
イルの基
礎を学
ぶ。

1・2年生 30 1 〇 〇 〇 〇

〇 メイク

メイク
アップに
必要な
道具の
特徴と適
切な使
用方法を
理解し、
ベイシッ
クメイク
について
学ぶ。

1年次 30 1 〇 〇 〇 〇

〇 美容総合技術

美容の
基礎から
派生させ
て、現在
のサロン
で役立つ
新しいカ
ラー剤の
知識など
応用力を
養い。

1・2年生 420 14 〇 〇 〇

〇 サロン研修

内定先
のサロン
で実習
勤務を通
して1日
の流れを
学び、お
客様を迎
える準
備、施術
中のヘ
ルプなど
接客の
基本姿
勢を学
ぶ。

2年次 60 2 〇 〇 〇 〇

合計　2010単位時間（67単位）



実務経験のある教員等による授業科目　一覧

《美容科》

美容実習

単位時間 実務経験

900

*ヘアサロンで25年勤務

*ヘアサロンで4年勤務

*ヘアサロンで4年勤務

*ヘアサロンで3年勤務



令和3年　教育充足度アンケート　

評価5・4・3・2・1でつけてください。最後にご意見の記入もお願いします。

アンケート項目
1 2 3 4 5

1、学校は、楽しい
1% 7% 28.10% 33.80% 29.50%

2、授業は、わかりやすい
1% 7% 34.70% 40.20% 16.60%

３、先生達は、学生のことを理解してくれようとしている。
5% 21.80% 43.70% 29.60%

4、学校は、各種資格試験に力を入れている。
2% 18.70% 34.30% 43.70%

5、学校は、国家試験の準備に力をいれている。
2% 14% 28.10% 56.20%

6、学校は、サロンで確かな技術を身につけようとしている。
2% 25% 40.60% 32.80%

7,自分の母校の学校を進めたい
3% 6% 42.10% 29.60% 18.70%

8、就職指導など充実している。
3% 31.20% 26.50% 39%

9、本校に入学してよかった。
2% 8% 26.50% 29.60% 34.30%

10、学校の設備が充実している。
2% 9% 39% 37.50% 12%

11，悩みなど相談しやすい環境がある。
2% 6% 32.80% 37.50% 20%

12,学校は、挨拶の指導などマナーの教育もしてくれる。 5% 29.60% 32.80% 32.80%

その他、こんなところが魅力などありましたら、書いてください。

1，相モデル実習がとてもいいと思う。

2，みんなと仲良くできるところ。やさしいところ。

3，先生方が進路などの相談に真剣にのってくれる。



教員一覧

専任・兼任 教員名 担当教科

専任 犬塚　清孝 運営管理・文化論・ビジネス

専任 渡辺　賢 美容保健、運営管理、文化論、衛生管理

専任 秋田　利治 美容技術理論、衛生管理、文化論

兼任 寺田　宣弘 美容技術理論、文化論

専任 惣慶　実花 美容技術理論、美容実習

専任 大崎　充博 美容実習、美容技術理論、文化論、香粧品

専任 柴田　愛 美容実習、美容技術理論

専任 黒川　友紀 美容実習

専任 早川　みく 美容実習

兼任 神谷　昭男 衛生管理

兼任 三輪　幸也 香粧品

兼任 竹内　元宣 関係法規

兼任 小林　弘志 美容保健、運営管理、文化論、衛生管理

兼任 祖父江　由美子 カラーコーディネイト

兼任 黒川　明日香 デッサン

兼任 高橋　由理 ネイル

兼任 乾　千夏 メイク

兼任 中根　美香 まつ毛エクステ

専任名　8　兼任名10
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